大阪府立高等学校における知的障がいのある生徒の教育環境整備方針

１　基本的考え方

　大阪府教育委員会は、大阪府学校教育審議会より、「高等学校における知的障がいのある生徒の受入れ方策について」答申を受けた（平成17年8月12日）。この答申を踏まえ、今後、府立高等学校において、知的障がいのある生徒が社会的自立を図れるよう、一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を行い、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する環境を整備していく。
整備にあたっては、これまで実施してきた「知的障がいのある生徒の高等学校受入れに係る調査研究」を継承する方式（自立支援推進校）と、その趣旨を活かした方式（共生推進校）で行うものとする。
２  実施方式　
（１）自立支援推進校
　「知的障がいのある生徒の高等学校受入れに係る調査研究」を継承する方式
　① 高等学校が設置している学科にあわせて同学科「知的障がい生徒自立支援コース」を設置する。

　　② 生徒の教育的ニーズを把握し、必要な支援を行いながら、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する。
（２）共生推進校
　「知的障がいのある生徒の高等学校受入れに係る調査研究」の趣旨を活かした方式
① 高等学校と支援学校が協力し、支援学校の生徒が日々、高等学校に通い、高等学校の教育を受ける研究を行う。

② 生徒の教育的ニーズを把握し、必要な支援を行いながら、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する。

③ 高等学校と支援学校の教職員が協働して生徒の教育にあたる。

３　実施校

　　　自立支援推進校、共生推進校の実施校は、別紙のとおりとする。
４　入学者選抜方針
　　自立支援推進校の入学者選抜方針及び共生推進校に係る支援学校の入学者選抜方針は別に定める。
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